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常盤公園内のコクチョウの高病原性鳥インフルエンザの

疑い事例について

本日、常盤公園内で飼養されているコクチョウ（死亡）について簡易検査を実施した結

果、陽性と確認されましたので、下記のとおりお知らせします。

記

１ 発生状況

(1) 年 月 日：平成23年2月9日

(2) 発 生 場 所：宇部市常盤公園内

(3) 発 生 状 況：2月9日朝、死亡したコクチョウを収容、中部家保に搬入

(4) 検 査 結 果：簡易検査で陽性（宇部市には連絡済み）

２ 対応の経緯

２月９日 １０：００ 常盤公園の職員が死亡したコクチョウを発見

１１：５０ 中部家保に死亡後搬入

１２：１５ 簡易検査で陽性を確認

１３：３０ 遺伝子検査を実施（判定は１９時３０分頃の予定）

３ 今後の対応

(1) 半径10ｋｍ以内にある家きん飼養農場等への緊急立ち入り調査を実施

(2) ２月３日から消石灰の緊急配布を実施しており、半径10ｋｍ以内の養鶏農家等へ

は配布済み

(3) 野鳥及び飼養鳥への対応

① 常盤公園内の対応について宇部市と連携して防疫対応を実施

② 野鳥の監視体制の強化（半径10km以内）

③ きらら浜自然観察公園の警戒強化（監視、消毒、来場者への注意喚起）

高病原性鳥インフルエンザは、現場で取材される際などに、靴底や車両からウイル

スが拡散する懸念があります。このため、発生場所はもとより、その周辺における取

材については、厳に慎むようお願いします。


